
8 新消火剤の現地適応試験

1試験担当者

防災科長:井上桂

防災第二研究空:佐傳 正•木木 茂,高應危久吸,笹沼たつ

2號験目的 .

現なの;森林火災にtる国京的fU失は増加の狀向にある しかも森柱k災の治火は,漸滅してゆ 

く山火消防団に依存し・かつ消防団の施設’技術,資・濟F曲依然である そこで.この不何を 

神ハ・消火の劾率化・延焼の帝滅防止を目的として新消火剤を開発し,现地における遵応性につ 

いて検时^る。

3前年度までの経過とえられた結果

41年度から試執開始

4 41年度の試験計画

1, 実W室内でササとマッ葉を便ってあらかじめ用意した消火剤の消火効力・持効力の比校を

行度って,現也試织でのめやすを求める>

2, 北海道带広試林局管内で現地適応試験を行な爲

5 41年度の試験経週と結果

I•室内実験

各種苗火剤の使用別の比較試坎を行なった»このため直接消火•間接消火•殁火嬢理の3 

つい分けて,国内の京屋»その他の火災・活外I园の森林火災K使われているもののうちから 

,それぞれの目的にかなったものを次のように選び出した〇

⑴直接消火用

粉削,ib：W・M A P (第1做酸ア厶モニウム),D A P (帶2炳隸アンモニウム),

S T P(bリプロ燐酸アンモニウム),刷版,网破风

水瘩剤,MA P , DAP. STR,

12»間接消火用

粉剤,近凹,MAP, DAP, STPO

水儔剤,MAP・ DAP , STP,左の消火剤 KC M C ( Ch r b 〇 xymc t hy i Co I lu- 

lose)か,ぬれ水を加えたも咬

(3)残火包理用
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fa)直接消火

直袤清火とせ焙眦の火災日応;て鹿畏佰火剤・を双いて消す方法をいい,小火災ドり火 

や,強風時の火忧の阪上«風成间に映う。

衍火祕巽効與mの可冼物:Ckt . 7カマッの気乾築を使用し您

扮剤では般も莱破が少砒で»防炎できるものか項凹で.S T Pは成傳の4倍まいて<, 

全然^火できない», DA PとMAPとは間二者の中間である。•« V!の中でも汾海:tすべ 

て火炎を消すだけで,火種が残るので,消炎该明もなく再燃し•粉剤佰火削の兄あしカ:

水溶祕慰接也火ではM AP , DA P , S TPが水.t.り2倍近い効力を示したその 

涙痩は1〇%〜2 〇%位がよく ,淺應の高い方が効力が大きい。

lb)間接消火

間接消火とは強風Fの火災で技,風ド側の消火は危険で行なえ左いので,火災の前方, 

相当の距離に防火線を作って俏す方法をゆう。この防火線を作る位週虹,火災の姬焼塊 

度と地形と林t兄とを考えて決定し,その薮!:の可燃物を取り去ることで,uの取り去［り 

には時間がかかり•労力を安すろ。そこで,伐侈壮ずに昼をいてこの手間をはぷこ〇 

とするものである»このためのが火神射:防火％カの大キいことは勿論,持効力も大さい 

ことが望喳し今 このために,DAPのような消火剤'こCMCのような添滴剤を混入.卜 

る。 ・ !・・ ^ ■

薬の付舟威はCMCの1务溶液をまぜたものカ以水だけよりも2倍近く多くっき,M 

A Pだけの水溶液は水と大寇な’いCとがわかった。

水だけでは持効力が2時間(電内)位であるが•C MC溶液の持効力は3時間以上も 

ある〇凌た・付那破の多いUとが発火時間をお・くらせろことになる。

Q薬剤の浚度と防火効力

これ田は,アカマツの葉を使って,各称楽剤Z)磔度别水溶液の;よをかえたもので,可 

炫物を¢!理し,CHJC都市ガスで松 して,危火の冇無と防火効果をしらべた.

焦包理のものは漩火後的2 0秒後に発炎し,約1分間で燃えきって灰化ナる。央與叮 

燃物にあらかじめ水を1〜17 ccかけたものでは,水・はが多いほど発火しにく < ,長 

いときは1分後に発火しれ〇!〇 c c以下では3回に!回瘩火して犯全に愁えきったが, 

15 cc以上では全然燃えなかつ々 MA P0I〇〜2 〇%水溶液を5〜1〇 cci <と 

1分以内で発火し燃焼時問は1〜3分で参る。1OCC以上かけれ出まとんど発火しなレと
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2。あの岛倒史の水在液でも蒲於5 CCfel下と少ないときは防火効果はなり ST Pの

15 %以上の水符液K・C'MCの0. 5〜1.0痴の水溶液を加えたものを,1OCC/まく

と発火しない,・た,5CCZでは効果がないJ

この夹决ではMAPとS TPの2ゆについて比較したが,後者がややよかった»溶液 

饌些についての実鏡で,J 〇第以下では水と比較して効力に大差がなかった.

2•野外試験

昭和41年9月6〜13日•北海迫敏津郡際茶迎,国有林で試駁を行なった.

現地は根釧原野の西部で,標為1〇 〇〜13 Om, 岫角は鼠大で15延の縁斜の波状地 

丿欧cある。植生はミヤコザサの密生地で,クルミ,シラカンパがわずかに放生している所で 

ある。
(1)試験準備

試験地内のササは魚焼を+分亿するために,8川上旬全刈して風乾にし益 また,試駿 

区は5 0mX5 Omとし,それぞれ試女区間には1m矯の防火練をn-ターペーターで作 

次

試を区は2 7個,而頂合計は約7 %である»

12)灾験中の気象釜件

この年は春から8月上旬まで,いわゆる冷害型の天佞が続き,8月中句から回復しな.

したがって,可燃物も+分乾谏し,燃焼も十分となり,試缀は絶好の条件下で行なわれ 

拓

央艸［)の気钦榮件は,気温13.5〜2 6.6V,相対湿!斐3 7〜9 〇%,風速115〜7. 5 

m/sであった。

<3J実験方法

間接消火では腐火は1辺5 Omの試験区のJA上一"ら行なつも せた.敬側が地形 

の下側でしかも風上となるように試駿区を選んだ,したがって,火徳は風上凋の低所から 

一線に上方に燃え上つ為 各種消火斉蚌.風下"ー線上にあらかじめ啟布し消火効力を調べ 

、実験中のi@霧速度はそのとさどきの砌!浜件や斜面の傾耕角で区々であったが,屈い 

とさが大体2 m/min •甲いと区が8nXjinであつ七 炎の高さッ下り火で1.S m,上 

り火で5】nである,このときの可燃物の弑み麻战2 〇〜3 OCffl,堆如 3. 6阮/m虹ある。

直接消火では.問接必火と同嵌な試顷区で風上の傾斜下・側の一点5火して 电昇ら& 

れ〇そうして風上測から各種の恭剤を直接火災上に收布して,消火でさるかどうかを礪ペ 

た〇
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(4)結果

la|直接消火

直按渣火;:咬用した此の称頌と使用微威の効果を戈に示・%

、、^初裡類 粉 剤 水溶 剤
水

映用援棋へヘ、
®會 STP M A P2 〇% S T P 1 〇%

卜・ライケミカル消火器

(全更斂!7命

桨鱼 8阮

放射重誰8 m

”時間15-2 0秒

演火長28m 

(T :血5蝴あ 

炎は泊えるが, 

すぐ再附れ 

実用に不適,緊 

急用適

背負式响務器

(苗is遣7«用)

•K西過湿のため

放％不能

磷淅危少左く 

帯火せず

•

背負式ジェットシューター

(容 ut 18 3

宜射距離I〇 m

吸務〃 3 m

英:痔扯少なく 

酒火力は風下- 

延焼速既に及 

ばない

嚇幻杪な< 

術火力は・風ド 

延烧速渡に及

ぱ度い«

消火力は 

延焼速既 

K及ばな 

い .

四周力高圧ポンプ

(1.5吋^ース)

消火力は 

延焼速度 

性及ばな 

い

ス〜 くーモラキュレークー

容折7 0 0"(液体)

0.2m<粉)

胶布能力40〃分継

7 0明分釦

柴jfh 5 0阮

飲布時間2湃) 

炎は消えるが, 

すぐ再燃ナろ。

市火効率想く実 

用に・不遜

骁睑3 0 0¢

(妝布時間

7分)

〃・危10.4的 

消火［娴10m 

消火効率悪く 

実用に適さず
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树剤は&にもある通り,般大の亜力を示すスーパーモラキュレーターでー琦;こまいて 

卜・嵯煌用ぜに消火力が及ばなt、

背れ式此財&よ«ともと市応用で・噴爆敍が小さいので役に立たないb

市必のドライケミカル消火器も!K做か大％ く,山地では不適当であ战

水溶削は水も含めて消火効果は小さかつな,モレキ,レーターで多fitにまいても鮮間 

的に消化効力が終うられる程旺で.これでも風下•延焼建变に及ばなへ

(b»間接消火

X火災の風下延焼を消すことが消火作英の页点であるが,贓万の風ド側の直接消化 

は生命の危峨をともなうので,cm では火先の前方に防火線を逐って火を止めたり» 

ここから迎火して防火する方法がとられた〇ただこの防火線を戊り開くに,立木の伐倒・ 

地波物のかS起しに時(用カ:かかり,延焼速疲の早い火災では,火先から余程前方心乍ら 
〇 

ないと間;こ合わなレ、 そこで比段的時間のかからない炳火剤で火を防ごうとナる方法で

あるI

蕪騎•1Sftt.1$幅と防火の有無をしらべると次のようである。

水では, t 3抵0. 7 e/m',幅3羽以下は•不止

MA P2 0 %は〃0. 7 g/n?慵55以下・は 不止

MAP2 〇 !.5 g/床以上幅3把以下は 止

掩嵌禮〃。方/"1'幅山〃不止 

ク ,1,.3£/n?炯3つ 止

防火線上の草はそのままで,MAPrf-DzY FO2。伺瘩液を1.3g/m2以上•3 m临 

に凄くと延焼を完全に防げ為

次ぎに・菜の持効力が間題であるが,DAPまたはMAP2 〇修溶液(てCMC1侈溶液 

を加えた溶剤を1.5 g/n?,幅3mに放布すれば,2時間以上2 〇時iii］を経過した後で 

も効力があつな,!た,トドマツの枝2. 5 t在幅3m・艮さ3 °mにならべ•5 g/nf 

をま < と不燃であつな.

以上の洁•果から,可燃物の瑯類,破,配列,風速,乾燥状況•値彩などそれぞれの揚 

所で,その・まさ量:と悟を決める必耍があ為

実際/〇消防活動

以上の結果から実際の消火への利用方法け指抑官は火災蜘て着いたとさただらに•まず火災 

の全設を療Eることがもっとも大切であろ
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次(て各方向の延说以哽•とく:匕凰ド側のそれを知る。こ川こは,地況•林況と咒％羔件を怕2^ 

考えて消火計画をたてる必’殳が劣る

このとき住,我ドの佗火で火でtるのは濫上と側布だけで.^Tiuxdny接伯火を行なう。

消火活勒はまず盛下側の延提速度の題い间の消火が见ーであるため,街防はの主力をもって.

この前方の遭当な距渡(洒浇说四と共利次布應間を作る(て必要左時間で決・!る)に侑火利を赦布 

すa

故:缶澄は前掲のようK決めるが,下り火や也火をするとさはやや挟くてもよいJ

この例ド側の防火線を作った後・消防政のー:;3を残し• Uの防火級から冷出す舷火を警戒し, 

飛火力:<5れば背負式浴火器で消火するCれ;てけヘリも使える。

衣た,残余の消防力で岡面,ついで湿上側の頌将で消火を行なう。

佣面から沂しい火双がで?!ろuとがあるので,注意を要する、,

残火辿理は祚は通当な可燃物がなくて,灾玮でき左かったが,室内実泌で,ぬれ水がよいよ 

うにみえた〇

6こんこの問題点

aより効果のある消火剤の関発

b本年えられた粘性の大きい消火削〇地上做:布器(綴押嬉等を含む)の’開発

c 消火剤の備藉,運瓶方法

d 暗火剤を便った消火依術

e 空中消火方法

な.• この詳裕母火災(日本火災学会誌)第17巻•1号(昭和42年2月5日)に発表し

た〇
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9豪雪地帯の造林技術

1試穀担当者

本 協 土;負书1•防災あ2,敏林を2,•森林航沏硏究室,+日呀就験地

艇化支円 経當弟4 .皆林第2 •甘林第3研究室

山形分歩 多雪J也带林業第1•第2研究室

2 試験目的

ブナふの陶発にともない.蒙‘ひ也帯への造林が书如し1选林不成地が多くなった〇 Uの地戚 

は・気屬的;w时成林さえ•卜れば・相当の成長が期待できろので,不足している木材の生産力i:増 

沛するうえで大きな間魏となってい瓦

f.V'i-rOものの研究は古くから行なわれていろが,育林技術と直接むすびつくに至っていない 

ので,この研究にit、いては.成林を不能にし.!たけ,造林成徳を不良にしている位因を究明し・ 

豪‘す地棉てお、けろ造林限界を明らかにするとともに,造林技術を体系イ匕tることを目的としわ

そのためには.沽’Vの特性を明らかにするとともに,林木の性質.土的性質など各専・門分野 

の様合奶究によることにした〇性た,理祯のみでなく,現場に対応した組立て技術のメニューの 

作成を行なうため,、凋布挨讷地を選定して,実態詞査に页点をわいたt

3 前年度までの経過とえられた結果

束化支碉において仗•昭和3 9年废.関係探林局,県の関係者の修集を待て,問題点<0整理を 

行なった〇同じく 3 9年哽よ <)•寒河H:宮林碧讶内四ツ存地区にわいて喪態調査を閒始し,以後 

南丁している。Uの調査には,支分場合同で•防災,造林,土焼の尊門家で参加し・穂’扱•応 

質.胃圧,造林木の被害酒喪.林分構造,造林木の埋方状況の圈査.土哦綢査を行なつも この 

洲査は,因子の相互比絞ができるように,夏期と冬期について,現地に凋査ペルトを設定して, 

I川ーベルト上でUれらの總査を行なつ七

本端にあ、いては,昭和4 〇年度より,長岡芯林衆哲内五味沢地区;てついて実態調査を開始した 

ここでも,枯苦.'：!,・圧,了;質,林木の被害状況の例左とともに土敬诚査全行なつなJ

痛地区とも破深精當深か4 mを超えるといわれるところである

その結・果

11Iいずれの調査HISてあ、いても“害ははなはだしいが,同じ地区内においても,造’作木(スギ

)の成長.お上ぴ雪書の杼既には大cな差がある»

⑵ 掂雪话が増加すれば.一展的に片荐が増加すろが.话K淑:4 mを超えても成林し成長し
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